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写真－１ 支笏湖と周辺の山並み （Google より） 
 
１．まえがき 
人口約２００万人、政令都市札幌の近傍にありながら、豊かな緑に恵まれ、精霊に出会

いそうな神秘がただよう透明な湖、それが支笏湖です。 
支笏湖は、支笏洞爺国立公園に所属しています。その中には、洞爺湖や登別温泉が入っ

ており、何れも火山がメインす。洞爺湖は、支笏湖と同じような規模のカルデラ湖ですが、

周囲は、畑地や住宅地、温泉街として開発が進んでいます。どちらがよいのか、評価は人

それぞれだと思います。 
しかし、自然環境や生態系の保全、創出が叫ばれている現在、私どもは、多様な自然が

残されている支笏湖から多くのこと学ぶ必要があるのではないでしょうか。 
そのようなことから、北海道地質調査業協会のホームページをかり、支笏湖に関する諸々

のことを連載で書いてみようと思います。これは、支笏湖から多くのことを学ぼうという

主旨で「支笏湖学」と称すことにします。「支笏湖学」の構想は、数年前から持っており、
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大学同期などの知人や支笏湖在住の方その他の方に働きかけており、賛同者が次第に増え

てきております。従いまして、これらの賛同者にも支笏湖に関することの投稿をお願いす

ることにしております。これには、自然環境だけではなく、観光、レジャーのことや人文

的なことなど、多岐にわたるものを考えております。 
 
余談・・私は、1952年（昭和 27年）に支笏湖小学校を卒業しました。その年は、３月にM8.2の 1952

年十勝沖地震が発生し、揺れや津波によって死者、行方不明者３３名の犠牲者がでるなどの被害がありま

した。支笏湖々畔でも小学校の横に積んであった薪の束が崩れ落ちるなど、大きな揺れを感じたものです。

その後、私は、地質学を糧にするようになりましたが、奇しくも、1968年十勝沖地震に遭遇し、函館港の

液状化被害や函館大学の校舎倒壊などの調査に従事する機会を得ました。また、仕事では、主に、地盤工

学に関する業務に従事しましたが、支笏湖から流れてきた火砕流（支笏軽石流堆積物）の工学的物性につ

いて研究し、学会に発表などもしてきました。そのようなことから、時には、支笏湖時代の思い出や自分

で学んできたことなども織りまぜて述べる予定です。 

 
２．上空から見た支笏湖 
私の知人に、軽飛行機を操縦し、あちこちの風景を撮影することを趣味にしている方が

います。その方が撮影した支笏湖の写真－２、３を下記に掲載します。写真－４，５は、

協会員の佐藤謙司氏が函館出張の折、飛行機から撮影したものです。 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 

写真－２ 恵庭岳を背景にした初冬の支笏湖 
 
この台地は、支笏火砕流堆積物の分布する火山灰台地（火砕流台地）です。手前の崖に
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は、恵庭岳、樽前山の火山灰や支笏火山から噴出した火砕流がみられます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真－３ 初冬の樽前山と風不死岳 
 
なんとなく風景が道南の駒ケ岳に似ています。火山は、似たような地形を作るようです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真－４ 春を待つ支笏湖  

 
写真―４の湖面は凍っていません。支笏湖は日本最北の不凍湖といわれています。  
右側の白老台地は、支笏火山の噴火したときに流れた火砕流で出来ており、美笛川沿い

の崖に露頭が見られます。ここでみられる露頭は、ハンマーでたたくとカンカンと音がす

る程度に固結しており、「溶結凝灰岩」といわれるものです。 
この台地の上は、尾瀬のようなヨシ、スゲ類が繁茂する高層湿原になっており、泥炭が

堆積しています。付近には、エゾアカマツなども茂っており、素晴らしい自然が見られま

すが、熊の巣でもありますから、一人で行くことは控えたほうが良さそうです。 
支笏湖は不等湖といわれていますが、何十年に１回程度、全面が凍結することがありま
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